


ことしの県予算は、

かげに、ややもすると 置雪暦守防(こなろうとす

る谷間の人々にも光をあてる 撃つ、 心身障害

者やおとしよりなど、恵まれな4対 人々のため

の政策が、 優 先的に 進 め ら れ ま ず ρ

とくに、厚生部に 老 人福祉係を菊言諸

手責桓2自勺{こ耳又り来旦むことになっていま ず10

(写真は、県立流杉老人ホームのねたき

老人を慰問する中田知事)

す
く
す
く
の
ば
そ
う

明
る
く
健
康
に

(
こ
ど
も
の
日
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盤掴E邑L一舛薄十 4守干~....γγu……………、日………‘U………、u……‘日…、日、

酒盟趨鑑峨珍 E薗掴圃圃-凶 a必.i ; 
開けゆく田畑 . 醸寧暫翌

江戸時代には、盛んに新田の開発が行なわれた。婦負郡

;北部と射水郡東部一帯は、昔から、沼や河原が多かった。「八

;町、針原、布目の人たちはセリやオバコの根を絶やす」と

; うたわれ、この地方の農民は、食料不足に苦しんでいた。

， このため、神通川の水を利用して、用水を引こうとする

j農民の願いが強かった。 : 

射水郡下村の長左衛門、婦負郡八町村の善左衛門、同郡 ;

(小竹村の久右衛門らは、近郷23か村の村役人と ともに、加 ' 

j 賀藩の許可を受けて、寛永元年(1624)8月16日に牛が首 ; 

i用水の工事を始めた。

工事にあたって、賃金、資材とも全部、藩が負担し、婦 '
j 負郡と射水郡を濯慨する計画で進められた。

; 藩主前田利常は、この用水に大きな期待を持ち、たか狩

; りといってはたびたび工事を見にきた。このようにして、 i 
j 寛永10年(1633)用水はついに完成した。この用水によっ j 
j て開かれた新田の草高(標準収穫高〉は25，000石に及び、 : 

! 43か村の農民が用水を使うことになった。 :

j いまこの用水は、拡張改修され、農業用水として重要な ， 
j 役目を果している。

j この牛が首用水について、こんな伝説がある。

! ~その昔、 富山市呉羽地区の針原に村治古という百姓がい
j た。ある年の 8月16日のこと、弟といっしょに野良仕事中 : 

j 「カチン」と鍬の先にあたるものを発見、掘り出して見る j 
j と石のように堅い牛の頭が出てきた。さっそく 村の古老に i 
j 見せると「この辺は昔、長沢の各願寺の開基である仏性上 ; 

{人の寺領内だったので、上ふが大切にしておられたという j 

j議事の手頭ではあるまいか。それは五穀豊鏡を祈って田ん ; 

jぽに水不足をきたさないようにとの祈りをこめた神体であ ; 

; ?たが、その後の兵火で行くえ知れずになったときいてい ; 

j るのだが…」とし、ぅ。兄弟は早速田地に社殿を建て、牛頭 j
j を安置した〉これが今の牛が首神社といわれる。

j 牛が首用水(四万石用水ともいう〉の事業は、牛頭が掘り : 

j 出された 日と同日の 8月16日に起工され、このご神体を守 j 
j 護神としてあがめた。境内に大正11年 3月、写真の「牛が首 j 
j 用水由来の碑」を建立した。([""富山県の歴史と文化」より抜すい〕

牛が首用水由来の碑 (富山市百塚)



みんなの県政

こ
と
し
の
富
山
県
予
算
は
、
前
年
度
に
く
ら
べ
て
一
般
会
計
予
算
総
額
が
二
十
五
・
七
軒
の
伸
び
を
示
し
、
六

百
六
十
九
億
九
千
八
百
八
十
一
万
円

(
リ
ュ

l
リ
ュ

l
ク
ニ
ハ
ハ
ッ
テ
ン
H

隆
々
、
郷
土
は
発
展
)
と
決
ま
り
、

が
住
み
よ
い
県
土
"
つ
く
り
。
を
目
ざ
し
て
、
中
田
県
政
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

今
年
は
、
予
算
編
成
の
基
本
方
針
と
し
て
①
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
。
②
富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
。

③
若
い
世
代
を
育
て
る
。
の
三
本
の
柱
を
立
て
て
編
成
さ
れ
、
中
田
知
事
が
就
任
問
も
な
い
た
め
、
す
べ
て
の
公

約
を
盛
り
込
む
こ
と
は
、
時
間
的
に
も
無
理
で
あ
っ
た
が
、
社
会
福
祉
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
県
民
生
活
に

身
近
か
な
、
し
か
も
社
会
の
底
辺
に
あ
る
問
題
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
復
旧
に
も
力
が
入
れ
ら
れ

て
い
る
の
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
新
年
度
の
主
な
新
規
事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
た
。

めざして%曇
予算669億9:881万円45年度一般会計

予
算
編
成
の
基
本
方
針
H

三
大
政
策

①
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る

②
富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す

③
若
い
世
代
を
育
て
る

寸
ー
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1」

今

日
の
高
い
経
済
成
長
の
か
げ
に
J

一
位
7
の

よ

し

富

叫

揮

を

一
は
、
光
の
あ
た
ら
な
い
谷
聞
が
あ
り
は
山

一

つ

く

る

一
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
政
治
か
ら
置
き
去
伊

川
「
l
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-一
り
に
さ
れ
、
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

川
る
人
々
や
階
層
に
、
き
め
細
か
く
社
会
福
祉
対
策
を
進
め
、
保
健
衛
生
を
川

伽
充
実
さ
せ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
富
山
県
は
も
っ
と
住
み
よ
く
な
る
だ
ろ

川

〉

勺

ノ

。

~

公
害
、
交
通
、
積
雪
、
過
疎
対
策
な
ど
現
代
の
社
会
問
題
に
も
遅
れ
を
一

川
と
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
県
で
は
、
生
活
基
盤
の
整
備
を
は
か
り
、
美
J

一
し
い
県
土
を
災
害
か
ら
守
り
、
県
民
が
等
し
く
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が
叩

巾
営
ま
れ
る
よ
う
、
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
。

附

ま
た
、
最
近
と
く
に
犯
罪
の
悪
質
化
の
傾
向
が
目
立
っ
て
い
る
の
で
、

川
こ
の
よ
う
な
犯
罪
を
な
く
す
る
こ
と
に
も
努
力
し
、
明
る
く
平
和
な
富
山
~

川
県
を
つ
く
る
こ
と
を
、
県
政
の
い
ち
ば
ん
大
き
な
目
標
に
か
か
げ
て
い

岬

る。ス

モ

ン
病
の
実
態
調
査
と
巡
回
診
療

ム
庄
川
峡
老
人
保
養
セ

ン
タ
ー
の
新

現
在
県
内
に
は
、
老
人
保
養
セ
ン

タ
ー
が
大
沢
野
町
と
高
岡
市
に
あ
る

だ
け
な
の
で
、
庄
川
町
金
屋
地
内

に
、
鉄
筋
三
間
建
て
の
も
の
を
建
設

す
る
。
収
容
定
員
は
百
人
。

ム
身
障
者
の
運
転
訓
練
用
自
動
車
購

入

(一

、
五

O
五
)

身
体
障
害
者
が
運
転
免
許
を
取
る

場
合
の
訓
練
用
と
し
て
、
特
別
に
設

計
し
た
自
動
車
三
台
を
購
入
し
指
定

自
動
車
学
校
に
配
置
す
る
。
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'1(0 . 

心身障害者の扶養保険制度の新設や運転訓練用自動車が購入される

区 分
1

45年度当初
1

44年度当初|前年ω
比
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1. 500， 000 1. 350，100 111.1 
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50，000 66，000 75.8 

歳
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3430474 00 ，000 
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歳
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』出」
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2，713，312 2，455，021 110.5 
558，246 414，868 134.6 

1.010，000 990，000 102.0 

計 1 66肌叫 5ゅ ι27 125.7 

設
(
二
二
、

0
0
0千
円
)

，. 

ム
寝
た
き

り
の
老
人

対
策
(
一

O
、
四
九

O
)
 

(単位千円〉

こ
の
よ

う
な
方
の

身
の
ま
わ

り
の
世
話

を
す
る
家

庭
奉
仕
員

を
増
員
す

る
た
め
、

昭和45年軍一般会計予算

市
町
村
に

補
助
す
る

と
と
も
に
、

老
人
訪
問
健
康
診
査
の
補
助
も
す

る。ム
六
十
才
以
上
の
老
人
に
、
就
業
あ

っ
せ
ん
合

1
0二
O
)

老
人
の
生
き
が
い
開
発
に
と
、
就

労
あ

っ
せ
ん
を
行
な
う
た
め
、
県
社

会
福
祉
協
議
会
に
職
業
紹
介
所
運
営

費
を
補
助
す
る
。

ム
心
身
障
害
者
扶
養
保
険
制
度
の
発

足
会
ニ
ハ
、
八
四
六
)

心
身
障
害
者
の
扶
養
者
が
死
亡
し

た
場
合
、
毎
月
本
人
に
二
万
円
を
支

給
し
よ
う
と
い
う
任
意
保
険
。
四
月

一
日
か
ら
発
足
。
生
活
保
護
世
帯
に

ノ，

! ~584， ~80 (2 .4) 

之、

..":J，̂"労働費・704，006(1.1)
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n
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賛

同川

副

nυ

juτ 

会

'hu

費
目
州

議

愉

金

三

寸

出」又
匁
白

色
ロ

昭 和 45年度一般会計予算 (目的別分類〉

-4-

2， 11I， 034(3. 2) 

1，685，777(2.5) 

財産収入
315，248(0.5) 
寄!府 i't
88，993(0.1) 

繰入金
44，896(0.1) 

繰越金
300， 000 ( 0 . 5 ) 

2，440，296(3.6) 

，Jr
 

〆
J
1
H
 

白雪

〉

は
掛
け
金
(
月
額
千
円

1
千
五
百
円
)

を
免
除
す
る
。

- 5ー

ム
重
度
精
薄
児
童
収
蒋
施
設
の
新
設

(
五
O
、
七
七
九
)

黒
部
学
園
に
、
定
員
三
十
人
の
重

度
棟
を
併
設
す
る
。

ム
身
障
者
の
個
人
事
業
税
の
減
免
(

七、

0
0
0
)

身
障
者
が
事
業
主
の
場
合
、
所
得

六
十
万
円
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
、

五
万
円
単
位
で
税
額
を
逓
減
す
る
。

ま
た
、
重
度
精
薄
重
症
心
身
障
害
者

を
扶
養
す
る
場
合
も
税
額
を
減
免
す

る。

ム
民
間
児
童
福
祉
施
設
の
整
備
借
入

金
に
利
子
補
給
(
七
七
〉

私
立
保
育
所
、
私
立
児
童
舘
等
が
、

施
設
整
備
の
た
め
、
社
会
福
祉
事
業

振
興
会
か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
、

利
子
を
補
給
す
る
。

ム
希
望
の
森
建
設
調
査
ハ
一

O
O
)

こ
ど
も
た
ち
が
自
然
に
ぞ
ん
ぶ
ん

に
親
し
め
る
一
大
遊
園
地
を
建
設
す

る
た
め
の
調
査
費
。

ム
総
合
衛
生
学
院
の
建
設
(
二
ニ
八
、

五
七
九
〉

看
護
婦
不
足
解
消
と
資
質
の
向
上
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を
目
さ
し
て
、
県
立
中
央
州
院
内
に

鉄
筋
四
階
建
で
四
十
六
年
三
汁
に
完

成
さ
せ
る
予
逗
。
こ
こ
に
、
保
他
州

と
看
議
婦
の
養
成
を
統
合
し
、
生
徒

の
寄
宿
舎
も
併
設
す
る
予
定
。
定

μ

は
三
三

O
名
の
予
ぺ
止
。

ム
ス
モ
ン
病
対
策
(
三
六

O
)

ス
モ
ン
病
患
者
は
、
四
十
一
年
か

ら
の
累
計
で
五
十
二
人
。
そ
の
実
態

調
査
と
専
門
医
に
よ
る
巡
回
診
療
を

行
な
い
、
患
者
の
早
期
発
見
に
つ
と

め
る
。

ム
不
良
食
品
な
ど
の
衛
生
対
策
(
一

、

四
三
四
)

不
良
食
品
追
放
の
た
め
、
不
良
食

品
衛
生
監
視
員
を
五
人
増
員
、
食
品

る
川
沿
い
の
十
二
地
点
、
四
工
場
の

汚
濁
、
汚
染
度
を
調
査
し
、
水
質
の

保
全
を
凶
る
。

ム
富
山
新
港
の
水
質
調
査
(
三
九

一
)

臨
海
工
業
地
市
に
立
地
し
た
企
業

が
操
業
に
入
る
段
階
を
迎
え
て
、
新

港
湾
内
の
水
質
を
抵
月
調
査
し
、
海

水
の
汚
染
を
防
ぐ
。

〈仏
大
気
汚
染
防
ル
刻
策
(
一
二

O
)

富
山
新
港
背
後
地
で
は
作
目迂
ガ
ス

(
フ
ッ
化
水
素
、
出ト糸
、
亜
硫
敗
。カ

ス
)
の
調
査
を
し
、
大
気
汚
染
の
防

止
を
は
か
る
。

ム
a

従
業
ぃ
出
来
物
の
処
埋
方
法
の
訓
六

(二
O
O
)

業
種
、
業
態
に
よ

っ
て
出
来
物
も

異
な
る
の
で
、
ま
ず
以
内
弁
企
業
の

出
来
物
や
処
理
方
法
な
ど
を
実
態
調

宜
し
、
具
体
的
な
処
理
施
設
の
建
設

に
的
え
る
。

~ 

き

地

みんなの県政

ふ
へ
き
地
乍
校
教
材
仙
川
別
(
一、O
八

O
)

へ
き
地
の
小
出
棋
な
小
、
小
学
校

に
録
六
機
、
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
l
、

コ
ピ
ー
な
と
の
教
育

機
材
を
、
三
カ
年
計
画
で
充
尖
す
る

た
め
に
、
%
補
助
を
す
る
。

ム
学
校
給
食
の
近
代
化
(
七
八
七
)

へ
き
地
学
校
の
完
全
給
食
を
推
進

す
る
た
め
に
、

て
二
級
地
在
学
の

児
童
生
徒
(
約
千
五
百
人
〉
に
副
食

、4・hぷ~
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
主
州
五
十
人
を
妥

似
。
ま
た
、
食
品
衛
生
講
首
会
を
数

多
く
開
催
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
食
品

添
加
物
、
残
留
殻
薬
な
ど
の
食
品
試

験
倹
台
が
で
き
る
よ
う
保
健
所
の
倹

有
態
勢
を
強
化
す
る
。

ム
し
以
処
理
事
業
の
公
社
化
(
六
八

O
)
 

し
尿
の
汲
み
取
り
と
滝
搬
は
、
現

在
県
下
で
十
七
市
町
村
が
業
者
に
委

，託
、
十
二
市
町
村
が
許
可
を
与
え
て

そ
れ
ぞ
れ
収
集
、
運
搬
が
行
な
わ
れ

て
い
る

0
.

こ
の
ま
ま
で
は
、
料
金
及

び
し
尿
収
集
計
画
に
適
正
を
欠
く
お

そ
れ
が
あ
る
の
で
、
・市
町
村
と
業
者

の
出
資
に
よ
る
公
社
制
に
切
り
か

ム
過
疎
パ
ス
運
行
対
策
会
て

0
0

0
)
 

過
疎
地
-域
で
は
、
パ
ス
路
線
の
廃

止、

運
行
本
数
の
縮
減
が
過
政
現
象

を
い
っ
そ
う
深
刻
化
さ
せ
ず
に
は
お

か
な
い
。
県
で
は
、
路
線
の
運
行
確

保
を
は
か
る
た
め
、
市
町
村
が
パ
ス

事
業
者
に
交
付
し
た
額
の
泌
以
下
を

助
成
す
る
。

マ
集
絹
川
制
成
の
調
主
(
二

O
O
)

川
一
政
部
組
の
一円
制
成
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
、
山
田
川
流
域
の
奥
地
に
点

花
す
る
小
集
治
を
対
象
に
、

マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。

〈
テ

レ
ビ
知
川
町
服
地
収
の

M
m
(五

O
U
)
 

山
川
部
に
テ
レ
ビ
航
悦
版
状
仰
が

約
凶
千
あ
る
。
ルハ川
ア
ン
テ
ナ
をけ比

没
す
れ
ば
、
難
悦
聴
が
併
出
す
る
の

で
、
こ
の
工
事
に
県
が
何
人
れ
判
分

の
う
ち
、
V

パ
を
山
川
叫
す
る
。

教

育

是

正

の

の
愉
辺
代
に
つ
い
て
万
の
仙
肋
を
行

な
う
。
ま
た
米
粉
人
川
食
の
研
究
や

米
粉
人
パ
ン
の
加
工
研
究
委
託
を
す

る
。

八仏
加
古
対
策
引
究
会
の
設
立
〈
五

O

O
)
 

雪
の
克
服
、

利
用
を
は
か
る
た

め
、
県
内
外
の
権
威
者
を
集
め
て
研

究
会
を
設
立
す
る
。

ぶ
積
雪
対
策
の
た
め
の
淵
査
(
三

O

え
、
県
内
に
八
つ
の
公
社
を
五
、
六

年
以
内
に
設
立
す
る
予
定
。

二 ム
~ 0 医
~ O 学
三)生

入
学
Ì~主

金
貸
付

交

通

安

全

ム
信
社
機
、
道
路
似
識
な
ど
の
交
通

交
全
施
設
住
仙
(
一

0
0、
五
九
五
)

四
十
四
年
度
か
ら
交
通
安
全
施
設

整
備
三
カ
年
計
画
を
作
成
し
、
交
通

信
片
機
を
噌
や
し
、
機
能
を
よ
い
も

の
に
す
る
。
ま
た
、
道
路
棋
識
を
大

き
く
兄
や
す
い
も
の
に
改
良
す
る
と

と
も
に
、
防
断
歩
道
の
標
示
も
ト

ラ

イ
バ
ー
か
ら
は

μ
や
す
く
、
守
り

や

す
い
も
の

に
し
、
本
行
弘
内
の
安
全
を

は
か
る
。

へ二

一
O
吊
の
民
巾
管
理
(
二
、

二
八
〉交

通
の
先
述
に
よ

っ
て
、
犯
山
も

い
仏
域
化
ス
ピ
ー
ド
化
し
、
吟
一察
署
あ

る
い
は
派
山
川
単
仇
の
活
動
だ
け
で

は
、
取
締
り
が
附
蹴
な
場
合
が
お
き

て
い
る
。
山口出
山
市
、
小
杉
町
、
大
島

町
、
大
門
町
、
新
湊
市
、
ぃ
口
同
附
市
の

一一

O
帯
電
話
を
警
祭
本
部
に
集
中

さ
せ
、
緊
急
事
件
や
事
故
を
迅
速
に

処
理
す
る
。

八仏
交
通
事
故
処
理
の
ス
ピ
ー
ド
化
(

一
一一二
、
一
一
六
六
)

交
通
事
此
現
場
を
立
体
的
に
撮
影

す
る
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
一
ム
円
と
、
図

" 

埴

医
師
不
足
対
策
と
し
て
、
従
来
医

学
生
修
学
資
金
を
貸
付
け
て
い
た

が
、
今
年
度
か
ら
、
対
象
者
を
拡
大

し
た
。
ま
た
、
新
た
に
入
学
準
備
金

と
し
て
三
十
万
円
貸
与
す
る
。

施

設

の

充

実

化
機
一
ム
け
を
購
入
す
る
。
従
来
、
現

場
で
は
警
察
官
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ

な
が
ら
、
現
場
検
証
を
行
な

っ
て
い

た
が
、
こ
れ
は
交
通
渋
借
を
ま
ね
く

一
閃
と
も
な

っ
て
い
た
。
機
械
の
導

入
で
検
証
が
間
略
化
さ
れ
、
そ
の
上

一
段
と
利
学
的
に
処
理
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

ム
交
通
安
全
-取
の
設
置

(
一、

0
0

0
)
 

過
疎
パ

ム
大
気
汚
染
テ
レ
メ
ー
タ
l
の
設
置

。
三
二
、
五
O
O
)

大
気
小
の
斑
硫
敵
ガ
ス
と
ば
い
じ

ん
散
を
テ
レ
メ
ー
タ
l
で
常
時
円
動

的
に
-I

山
以
す
る
。
県
庁
内
に
小
心八
い同

を
お
い
て
、
阿
川
境
基
準
を
こ
え
る
対

象
企
業
に
は
、

そ
の
つ
ど
警
仇
す

る
。
二
カ
年
計
画
で
県
内
に
五
カ
所

(富
山、

高
川
、
新
湊
な
ど
)
に
設

置
予
ペ
ル
。

ム
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
造
成
の
訓
六

八

O
O
)

!) 

タ
l
開
設
の
具
体
案
を
ね
る
。

ム
文
化
財
の
保
護
(
六
、
六
五
二
)

北
陸
自
動
車
道
の
建
設
や
土
地
基

盤
整
備
事
業
の
進
展
に
と
も
な
い
、

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
と
地
域
開
発
と

の
調
和
が
唱
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
分
布
地
凶
の
作

成
ゃ
、

太
間

山
中
山
市
泣
跡
の
坐

備
、
先
制
調
査
を
す
る
。

ム
国
休
ス
キ
l
場
の
調
査
(
三

O
O
)

冬
則
国
体
ス
キ
ー
税
持
会
の
開
催

正
し
い
交
通
ル

l
ル
の
実
践
を
訴

え
る
た
め
、
小
矢
部
市
、
氷
見
市
、

朝
日
町
、
細
入
村
に
高
さ
六

M
、
巾

二
げ
の
交
通
安
全
塔
(
鉄
筋
づ
く
り
〉

を
建
設
す
る
。

八日
父
通
山
氏
全
教
育
の
教
材
充
実
(
一

、

七
七

O
)

交
通
ル

l
ル
を
守
る
教
汗
指
導
用

と
し
て

、
ゴ
i
カ
l
卜
、
交
通
航
識
、

伝
け
機
、
シ

ナ、、

レ
l
タ
l
、
映
手

機
な
ど
を
購
入
す
る
。

ム
交
通
事
故
被
作
者
救

H

刊
は
に
仰
償
金

制
度
(
一

、

0
0
0
)

交
通
事
故
現
場
に
、
救
急
市
の
到

着
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
、

一
般
の

乗
用
中
、
タ
ク
シ
ー
が
被
芹
者
の
述

加
に
協

υす
る
と
、
千
円
J
五
千
円

の
仙
川
で
倒
的
金
を
支
払
う
。

- 6ー

ス

路

線

に

助

成

新
港
背
後
の
工
場
地
叩
と
住
宅
地

川
市
と
の
問
に
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
(

樹
木
で
結
ぶ
紋
の
市
)
を
設
け
、
公

市
い
い
け
の
発
生
を
よ
然
に
防
ぐ
榊
似
。
こ

の
構
想
の
具
体
化
の
吋
能
性
を
さ
ぐ

り
、
各
種
排
気
ガ
ス
に
も
枯
れ
な
い

樹
木
の
濯
定
と
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に

ふ
さ
わ
し
い
地
域
の
地
質
調
有
を
す

マ心
。

"、

ム
内
岩
川
水
質
調
査
(
三
七
七
)

水
質
汚
染
法
に
基
づ
き
、
水
質
基

準
を
決
め
る
指
定
水
域
に
な
っ
て
い

を
め
ざ
し
て
、
県
内
候
補
地
の
調
査

を
行
な
う
。

ム
県
立
武
道
舘
の
建
設
調
査
(
二

O

O
)
 

四
十
六
年
度
に
武
道
館
を
建
設
す

る
た
め
に
、
先
進
施
設
の
調
査
及
び

基
本
設
計
を
行
な
う
。

ム
学
校
体
育
施
設
の
開
放
(
一

、

一

九
六
)

日
立
高
校
二
校
、
小
学
校
四
校
の

体
行
制
、
グ
ラ
ン
ド
を
、
半
校
教
育

に
文
附
の
な
い
範
凶
で
、
夜
川
及
び

休
日
に
一
般
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
者
や
競

岐
川
休
な
ど
に
開
欣
す
る
。

ム
新
浜
崎
J

祭
同
省
の
建
設
(
八
八
、

O

四
O
)

五
千
四
百
平
方
財
の
放
地
に
約
千

平
方
問
の
近
代
的
空
察
庁
作
を
辿
設

す
る
。

ふ
一
派
山
所
、
れ
ん
化
一
山
の
建
設
(
二
二
、

八
五
二
〉

戸
川
、

(
l
奈
川
の
山
一派
川
川
及
び

県
内
四
カ
所
の
駐
在
所
を
改
築
す

7
h
v

。
ム
防
災
行
政
川
県
総
の
調
作
(
九
一
三
二
)

災
山
山
内
の
通
信
制
途
絶
に
川
え
、

県
を
統
制
品
と
し
て
県
川
先
機
関
、

市
町
村
を
結
ぶ
与
周
の
知
的
鰍
屯
河
川
を

設
問
す
る
た
め
、
今
年
度
は
、
通
信

網
の
総
合
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
。
四

十
六
年
度
に
実
現
し
た
い
。

A
山
村
地
域
パ
ス
路
線
の
辺
路
改
良

事
業
ハ
五

O
、

0
0
0
)

山
村
地
域
の
パ
ス
路
線
の
改

A
を

は
か
る
た
め
、
四
十
四
年
度
か
ら
県

内
十
八
路
線
を
施
行
し
て
い
る
。

-7-
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叫
寸
l
l
1
1
1
1I
l
l
i
-
-
I
l
l
-
-
」
富
山
県
に
豊
か
な
み
の
り
附

一
富

山

県

に

繁

栄

を

も

た

ら

す

一
多
い
繁
栄
を
も
た
ら
す
た
~

川
「
|
|
1
1
1
1
-
-
l
i
l
i
-
-
ー
ー
し
め
、
農
林
水
産
業
、
商
工
業
九

叶
な
ど
の
産
業
の
体
質
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
振
興
を
は
か
る
。

ま
た
、
新
産
業
都
市
建
設
に
あ
た
っ
て
、
既
存
産
業
並
び
に
そ
の
他
の
吋

和
地
域
と
の
聞
に
調
和
が
保
た
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
産
業
発
展
の
"

w

基
盤
を
な
す
も
の
は
、
道
路
交
通
網
で
あ
る
か
ら
、
国
道
、
地
方
道
な
ど
叫

九
を
整
え
る
と
と
も
に
、
住
民
生
活
に
密
接
な
道
路
も
、
整
備
拡
充
す
る
。

一
方
、
北
陸
自
動
車
道
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
、
北
回
り
新
幹
線
、
新
九

一
空
港
な
ど
の
基
幹
交
通
網
は
、
中
部
圏
、
近
畿
圏
、
首
都
圏
な
ど
、
わ
が
国
ル

川
経
済
の
中
心
地
と
本
県
を
結
ぶ
大
動
脈
で
あ
り
、
産
業
、
文
化
、
経
済
の
~

J

発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
、
そ
の
建
設
を
促
進
す
る
。

みんなの県政

第

二

空

港

の

建

設

調

査

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
振
興
計

画
を
樹
立
す
る
た
め
、
調
査
、
分
析

を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
す
る
。

ム
水
資
源
調
査
の
着
手

(

一

O
、
0
0
0〉

県
内
の
水
資
似
を
徹

底
的
に
実
態
調
査
し
、

5
-

な一

広
域
化
し
た
水
利
計
画

的
一
の
策
定
と
、
水
の
確
保

k
?
 

和
一
対
策
に
つ
と
め
る
。

設
一

建
一

蜘
一
ム
美
女
平
J
追
分
間
の

荘一

補
修
(
八
、

0
0
0
)

叩
…

こ
れ
ま
で
は

H
木
道

似
一
路
公
団
の
道
路
だ

っ
た

は
一
が
、
四
月
か
ら
県
に
移

側
一
管
さ
れ
た
の
で
、
延
長

川
一
十
三

・
八
キ
ロ
の
デ
コ
ボ

戸
一
コ
道
の
補
修
を
す
る
。

ボ
一

ン
一

ム
空
港
調
査
(
一
、

五
O〉

現
在
の
富

山

空
港

は
、三
種
F
級
で
施
設
、

ハリ

が
統
々
建
設
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
畜
舎
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
や

臭
気
な
ど
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
を
解
決
し
、
生
産
性
の
高
い
近

ム
野
鳥
愛
設
モ
デ
ル
保
護
区
の
設
置

(
六
九
六
〉

急
激
に
減
少
し
て
い
る
野
鳥
の
保

護
増
殖
を
は
か
る
た
め
、
保
護
施
設

を
設
置
す
る
。
ま
た
青
少
年
に
愛
鳥

教
育
を
実
物
に
即
し
て
行
な
え
る
モ

デ
ル
保
護
区
を
設
置
す
る
。

ム
栽
培
漁
業
の
振
興
(
二
、
六
五

O
)

く
る
ま
え
び
、
が
ざ
み
の
放
流
に

よ
っ
て
、
育
て
る
漁
業
を
振
興
さ
せ

る。ム
家
畜
の
人
工
授
精
強
化
対
策
(
て

二
五

O
)

家
畜
の
改
良
と
増
殖
を
図
る
た

め
、
人
工
授
精
用
の
凍
結
精
液
を
県

経
済
連
の
組
織
に
の
せ
て
、
全
県
下

に
配
布
で
き
る
よ
う
、
マ
イ
ナ
ス
百

九
十
五
度
で
保
存
で
き
る
施
設
を
設

置
す
る
。

みんなの県政

ム
種
豚
改
良
育
種
施
設
の
設
置
(
五

O
、
二
ハ
四
)

生
産
性
の
高
い
肉
豚
を
つ
く
る
た

め
に
、
そ
の
基
礎
と
な
る
優
良
な
種

豚
を
選
抜
し
、
増
殖
す
る
施
設
を
、

畜
産
試
験
場
に
建
設
す
る
。

八
心
畜
産
団
地
の
計
画
調
査
(
一

O
九〉

家
畜
の
飼
養
規
模
が
大
型
化
し
て

き
た
こ
と
と
、
農
村
地
帯
に
も
住
宅

. 
‘ 

設
備
が
十
分
で
な
く
、
神
通
川
の
中

州
で
あ
る
た
め
拡
張
が
困
難
で
あ

る
。
飛
行
機
の
大
型
化
が
進
ん
で
い

る
お
り
で
も
あ
り
、
第
二
空
港
(
滑

走
路
二
千

M
級
)
の
建
設
を
考
え
、

昭
和
五
十
年
度
完
成
を
メ
ド
と
し

て
、
こ
と
し
は
候
補
地
を
調
査
す

る
。

ム
熊
野
川
、
布
施
川
、
治
水
ダ
ム
の

建
設
調
査
(
二
四
、

0
0
0〉

洪
水
調
節
に
よ
っ
て
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
よ
う
、
大
山
町
手
出
地
先
及

び
黒
部
市
福
平
地
先
に
治
水
ダ
ム
を

建
設
す
る
た
め
、
地
質
調
査
測
量
な

ど
を
行
な
う
。

曲
辰

業

の

ム
果
樹
広
域
主
産
地
の
形
成
(
三
、

二
七

O
)

な
し
、
か
き
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う

な
ど
の
果
樹
生
産
地
を
育
成
す
る
た

め
、
生
産
流
通
近
代
施
設
に
、
三
分

の
一
補
助
す
る
。

ム
農
村
婦
人
労
働
対
策
の
強
化
(
八

五
一
)

農
作
業
に
た
ず
さ
わ
る
婦
人
の
重

要
性
が
ま
す
ま
す
高
く
な
る
の
で
、

中
核
と
な
る
婦
人
の
研
修
と
農
婦
症

な
ど
、
農
村
婦
人
に
多
い
病
気
を
解

明
し
、
健
康
管
理
を
は
か
る
た
め
の

調
査
研
究
を
、
農
村
医
学
研
究
会
に

委
託
す
る
。

ム
基
盤
整
備
の
促
進
(
完
一
、O
七八
〉

農
業
基
盤
を
整
備
す
る
一
連
の
土

地
改
良
事
業
と
し
て
、
本
年
度
は
、
新

規
地
区
と
し
て
、
県
営
か
ん
が
い
排

水
二
、同
ほ
場
整
備
七
、団
体
営
か
ん

が
い
排
水
八
、
同
ほ
場
整
備
二
十
四

地
区
の
事
業
を
計
画
的
に
進
め
る
。

代
的
経
営
を
振
興
す
る
た
め
に
、
畜

産
団
地
を
造
成
す
る
た
め
の
基
礎
調

査
を
す
る
。

ム
商
業
近
代
化
計
画
の
作
成
(
三

O

O
)
 

機

械

貸

与

協

会

を

設

立

県
内
を
四
つ
の
広
域
生
活
圏
に
分

け
、
各
圏
内
の
流
通
機
構
が
ど
う
あ

近

代

化

..r....... 

ム
換
地
計
画
の
合
理
化
ハ
二
、

0
0

0
)
 

土
地
改
良
事
業
を
推
進
す
る
前
提

要
件
で
あ
る
換
地
は
、
交
渉
、
事
務

段
階
と
も
非
常
に
複
雑
な
経
過
を
と

る
の
で
、
こ
れ
を
合
理
化
す
る
た
め

に
、
電
子
計
算
機
の
導
入
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
た
め
本
年
度
は
、
こ
れ

に
必
要
な
デ
ー
タ
を
集
め
、
モ
デ
ル

地
区
を
選
定
し
調
査
す
る
。

ム
土
地
改
良
区
の
整
備
統
合
(
五
二

一一)土
地
改
良
事
業
で
造
成
さ
れ
た
か

ん
が
い
排
水
施
設
、
農
道
な
ど
の
維

持
管
理
の
適
正
化
を
は
か
る
た
め
、

本
年
度
か
ら
土
地
改
良
区
が
合
併
し

た
場
合
に
は
、
合
併
前
の
改
良
区
に

対
し
五
万
円
あ
て
の
補
助
を
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。
九
地
区
予
定
。

ム
広
域
常
民
団
地
の
農
道
整
備
(
一

=一
、
八
六

O
〉

広
域
位
農
団
地
育
成
整
備
対
策
の

一
環
と
し
て
、
近
代
農
業
に
ふ
さ
わ

， 
a 〉

j家畜の飼養規模の大型化に伴L、、省力化、共同化を進め、畜産公害を除去して、畜産団地の造成をはかる

る
べ
き
」
か
、

策
定
す
る
。

都
市
集
中
化
に
よ
る
商
業
構
造
の

弊
害
の
是
正
を
ね
ら
い
と
し
、
公
共

駐
車
場
の
建
設
に
つ
い
て
も
調
査
を

す
る
。

マ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
を

し
い
巾
五

・
五

M
、
延
長
十
キ
ロ
の

大
規
模
農
道
を
建
設
す
る
。
こ
の
よ

う
な
道
路
を
張
り
め
ぐ
ら
し
、
零
細

団
地
の
集
団
化
、
経
営
の
協
業
化
、

流
通
機
構
の
整
備
促
進
を
期
待
す

可。。補
助
率
は
、
国
六
十
五
軒
、
県
十

軒
、
残
り
は
地
元
負
担
と
す
る
。

ム
農
道
の
舗
装
(
二
六、

O
二
一〉

炭
産
物
の
荷
い
た
み
、
砂
利
の
飛

散
、
道
路
の
泥
淳
化
を
防
止
す
る
た

め
、
本
年
度
五
カ
所
の
農
道
舗
装
事

業
を
実
施
す
る
。

補
助
率
は
、
道
路
改
良
を
含
む
舗

装
事
業
は
、
国
五
十
軒
、
県
三
・
五

折
、
舗
装
単
独
事
業
は
、
国
三
分
の

一
、
県
十
八
分
の
つ

- 8ー

ム
特
殊
林
産
物
流
通
対
策
(
一
、

二

五
八
〉シ

イ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
、
ク
リ
な
ど

特
殊
林
産
物
の
生
産
、
消
費
が
大
山

に
噌
加
し
て
い

る
が
、
こ
れ
に
対
す

る
出
向
調
整
、
価
格
安
定
を
は
か

り
、
品
質
、
加
工
の
改
善
に
努
め
る

た
め
、
現
一仕
の
生
産
組
合
組
識
の
育

成
と
乾
燥
施
設
調
整
に
、
一
部
助
成

を
す
る
。

ム
木
材
産
業
基
本
計
画
の
樹
立
二
、

0
0
0
)
 

木
県
の
木
材
、
木
製
品
業
は
、
外

材
輸
入
の
増
加
と
と
も
に
著
し
く
伸

び
て
い
る
。
今
後
の
木
材
関
連
産
業

は
、
生
産
、
流
通
の
改
善
が
必
須
で

代
化
資
金
(
無
利
子
)
と
両
立
さ
せ
、

近
代
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
。

ム
工
業
関
係
各
試
験
場
の
技
術
開
発

研
究
(
三
三
、
二
一
四
)

耐
火
断
熱
材
、
材
質
、
か
た
さ
、

工
業
用
水
の
各
研
究
(
工
業
試
験
場
)

経
編
メ
リ
ヤ
ス
生
産
合
理
化
、
合

繊
加
工
糸
の
編
地
研
究
(
繊
維
工
業

試
験
場
〉

産
業
用
紙
の
用
途
開
発
(
製
紙
指

遵
所
)
を
す
る
。

ム
中
小
企
業
設
備
貸
与
制
度
の
実
施

(七
、

0
0
0〉

中
小
企
業
が
生
産
と
公
害
防
止
に

必
要
な
機
械
や
設
備
を
貸
与
協
会
で

購
入
、
こ
れ
を
貸
与
し
て
五
カ
年
で

償
還
す
る
制
度
。
中
小
企
業
設
備
近

将
来
の
富
山
県
を
背
負
っ
て
立
つ
の

県

独

自

ム
定
時
制
生
徒
に
教
科
書
購
入
費
の

半
額
補
助
(
二
、
二
九
)

勤
労
青
少
年
の
就
学
を
奨
励
す
る

た
め
に
、
二
年
生
以
上
の
定
時
制
及

び
定
時
制
と
通
信
教
育
を
併
せ
て
受

け
て
い
る
生
徒
四
千
七
十
八
人
の
教

科
書
代
の
二
分
の
一
を
助
成
す
る
。

ム
現
地
実
習
巡
回
指
導
の
充
実
(
四

三
七
)

農
業
科
の
ホ

l

ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク

- 9ー

で

青

年

船

の

ト
、
衛
生
看
護
科
の
病
院
実
習
、
定

時
制
高
校
の
現
場
実
習
な
ど
、
実
習

を
重
ん
じ
、
教
師
が
そ
の
現
場
を
巡

回
し
、
生
徒
の
指
導
を
充
実
す
る
。

ム
ス
カ
ウ
ト
参
加
補
助

(
七
八
三
)

富
士
山
麓
で
八
月
開
催
さ
れ
る
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
「
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
」
に
歩
/加
す
る
青
少
年
に
参
加
費

の
一
部
を
補
助
す
る
。

ま
た
、
七
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ



みんなの県政

る
ガ
i
ル
ス
カ
ウ
ド
「
国
際
キ
ャ
ン

プ
」
「
国
際
一
フ
リ
l
」
の
参
加
者
に

つ
い
て
も
州
助
を
す
る
。

八仏青
年
中
山
よ
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
(
一

、

一
一
一
一
一
)

育
年
教
汗
の
小
仰
い
い
リ
ー
ダ
ー
か
)
養

成
す
る
た
め
に
、
県
内
各
地
域
か
ら

の
青
年
五
十
人
を
川
HMm'
国
立
青
年
の

プ1--

と

す

じ

ひ

次 fï:を担う百少年を fít~に nJï止するには、 教育が JA;本である。スポーツや肝外出動会通じても ・・・ ( : 
-{j降17少1fの家で)

ま
た
、
作
蹴
域
か
ら
の
庁
午

:

ー

l

J

;

l
J

J
一

五
卜
人
を
江
川
山
青
年
の
米
へ

、
そ

れ
ぞ
れ
六
日
五
山
で
派
泣
す
るの

家
へ

、

八仏
教
訂
モ
ニ

タ
ー
の
委
蝋
(
八
五
)

教
育
行
政
に
、
出
く一

般
県
民
か

ら
党
見
、
市
文
明
、
批
判
な
ど
を
聴
く

た
め
、
教
打
モ
ニ
タ
ー
三
十
人
を
委

射
し
、
川
削
な
教
育
行
政
の
推
進
を

近
頃
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
川
屯
と

も
い
う
べ
き
以
州
に
の
っ
て
が
こ
の

道

一
筋
。
と
い
う
熟
練
工
は
だ
ん
だ

ん
減
っ
て
き
て
い
る
。
だ
が
こ
こ

に
、
こ
の
道
一
筋
に
打
ち
込
み
附
利

回
卜
三
年
に
「

4
越
し
た
技
能
者
」

と
し
て
労
働
大
巨
か
ら
表
彰
さ
れ
た

人
が
い
る
。

そ
の
人
は
、
古
山
市
弥
生
町
に
日

む
左
官
業
、
佐
久
間
松
平
さ
ん

(七

亨
-在、ろτ:

みんなの県政

十
五
才
)。

佐
久
川
さ
ん
は
、山
本
業
が
五
行
で

あ
っ
た
が
、
父
の
あ
明
卜
で
小
川
「
校
を

川
る
と
川
叫
に
東
京
の
あ
る
書
州
竹

苫
一向
の
小
僧
と
し
て
住
み
込
ん
だ。

し
か
し
、

一
年
も
粁
た
な
い
う
ち
に

主
人
に
死
に
川
か
れ
、
や
む
な
く
富

山
へ
川
っ
た
。
そ
し
て
、
祖
父
、
父

に
継
い
で
三
代
日
を
継
ぎ
、
組
父
や

父
に
述
れ
ら
れ
て
似
日
仕
事
に
山

た
。
「
私
の
父
は
大
変
き
び
し
い
人

で
し
て
、
折
角
川
上
を
前
一
り
終

っ
た
頃

で
も
、
見
て
気
に
食
わ
な
い
と
け
ず

は
か
る
。

ム
石
油
地
下
タ
ン
ク

の
ぷ
世

(七
、

一
四

O
)

暖
房
用
石
油
の
貯
蔵
州
と
し
て
、

地
下
タ
ン
ク
を
、
県
立
学
校
十
校
に

設
置
す
る。

ム
青
少
年
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
養
成
講
出

の
開
設
(
八

O
四
)

青
少
年
の
い
だ
い
て
い

る
悩
み
や

問
題
に
つ
い
て
、
適
切
な
助
言
指
導

の
で
き
る
指
導
者
を
養
成
す
る。

講
照
は
、

「
青
少
年
の
家
」
で
、

青
少
年
育
成
推
進
員
や
企
業
内
相
当

者
な
ど
を
対
象
に
、
年
二
川
百
名
を

一一一
日
二
泊
の
研
修
を
す
る
。

ム

「
青
年
の
船
」
実
施
川
流
〈
三

O

O〉
青
年
を
海
外
に
派
近
し
て
、
国
際

的
制
肝
を
広
め
、
日
木
の
姿
を
正

L

く
理
仰
さ
せ
る
と
と
も
に
、
郷
土
に

有
為
な
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
を
養
て
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
本
年
度
は
、
山

青
年
の
船
準
備
委

μ会
を
設
け
て
淵

査
を
行
な
い
、
四
十
六
年
度
に
宍
現

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

そ

の

他

ム
世
論
調
査
の
実
施
(一

、
川
二
八
)

県
民
の
声
を
十
分
に
き
い
て
県
政

を
進
め
る
た
め
、
千
五
百
人
に

ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、
県
政
に
反
映
さ
せ

る。〈心広
柑
活
動
の
強
化
(
五
、
七
一
七
〉

円
以
の
活
動
状
況
を
県
民
に
型
例
し

て
も
ら
う
た
め
、
新
た
に
円
刊
新
山

に
毎
月
一
回
記
事
を
掲
放
す
る
。

歳
入
予
算
の

概

要

一
般
会
計
の
政
入
六
石
六
十
九
・低

九
千
八
円
八
十

一
万
円
の
な
か
で
、

円
以
も
比
市
一
の
大
き
い
の
は
、
岡
山
支

山
金
が
二
百
二
十
七
ほ
円
十
五
万
五

千
円
で
、
A全上
休
の
三

め
て
い
る
。
次
い
で
県
税
の
行
六
十

九
億
八
千
七
百
四
十

一
万
一

千
円
が

二
五

・
同
行
を
占
め
、
四
十
問
午
度

当
初
の
二
四

・
三
M
M
m
を
け刈
込
ん
で

し
るこ

れ
に
次
ぐ
財
仰
は
、
地
方
交
付

税
の
百
五
十
川
低
円
で
、
二
三
討
を

十日
め
て
い
る
。

県
税
、
分
川
一
企
M
A
ひ
負
相
金
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
山
主
財
似
は
、
三
五

・

九
ヴ
と
な
っ
て
い
る
。

、l
'
/

，，
 

a
p
 〉

り
落
と
し
、
よ
く

塗
り
直
さ
れ
た
も

ん
で
す
」
と
当
時

を
出
い
起
v

」す
。

こ
の
よ
う
な
修

業
を
つ
み
か
さ
ね

て
佐
久
間
さ
ん

は
、
十
八
才
に
し

て
も
う
一
人
立
ち

し
て
い
た
。

「
当
時
は
今
と

違
っ
て
川
町
民
の
仕

事
は
市
山
に
ビ
ル

工
事
む
な
く
冬
は

殆
ん
ど
仕
事
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
冬

に
な
る
と
仲
間
と
共
に
旅
に
出
て
部

会
の
ピ
ル
工
事
の
左
官
部
分
を
詰
負

い
ま
し
た
」
と
語
る
。
そ
の
頃
。
佐

一

両

川

」
私
は
常
に
自
分
人
様
の
仕
事
を
見
つ
め
た
り
、
完

…

一
・;

{

一
の
や

っ
た
仕
事
に
成
し
た
ビ
ル
を
半
日
も
代
や
し
て

一
杢
宮
洛

一

・
「
I
l
-
-
L
は
貞
任
と
日
信
を

仕
事
の
よ
し
悲
し
を
見
た
り
し
て

…

…
持
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
人
間

:
:
:
:
・。

…

…
は
判
事
に
お
い
て
も
FH
分

の

し

た

私

は

必

子

に

も

、
孫
に
も
、
印

一

こ

と

に

責

任

と

用

人

に

も

、

「

日

一
日
信
を
持
っ
こ

か
責
任

と

自

信

を

。

日

分

の

や

っ

た

…

"
と
だ
と
思

っ
て

こ
と
に
は
白
信

一

…
い

ま

す

。

と

責

任

を

持

て

、
そ
れ
は
必
ず
み

…

.

チ
ヨ
ッ
ト

L
た
明
で
も
は
れ
子
な
さ
ん
に
喜
こ
ん
で
も
ら
え
る
仕

…

…
に
、
円
分
の
気
に
い
る
ま
で
何
回
事
な
の
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
が
ね

"

…
で
も
続
り
山
さ
せ
ま
す
ね
え
。

他

え。

日

久
間
さ
ん
は
、
束
ぷ
で
は
丸
ビ

ル
を

始
め
、
帝
大
の
閃
書
館
、
大
阪
で
は

出
向
版
、
大
丸
の
山川
丙
品
川
山
な
ど
の

一口川
肘
建
物
を
手
が
け
、
京
北
、
北
一仰

道
も
歩
き
廻

っ
た
。
こ
の
仕
事
ぶ
り

を
見
て
大
正
年
間
に
は
、
す
で
に
建

築
界
で
「
山
品
山
の
佐
久
間
」
と
刈
く

評
価
さ
れ
た
。

「
し
か
し
、
以
近
は
新
建
材
、
か
山

ま
わ
り
作
業
も
来
で
す
。
建
築
様
式
』

も
平
山
的
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

計
の
よ
う
な
彫
刻
的
肢
術
が
い
り
ま

せ
ん
。
」
そ
れ
ど
け
に
ち
ょ
っ
ぴ
り

淋
し
そ
う
。

お
弟
子
さ
ん
の
話
に
な
っ
た
。
「

私
も
父
の
よ
う
に
山
が

っ
た
こ
と
は

大
峨
い
、
で
す
か
ら
、
仕
事
に
は
ず

い
ぶ
ん
き
び
し
い
心
で
し
た
。
弟
子

川

木
材
は
、
私
た
ち
の
生
活
と
非
常

川

に
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
品
近
、
そ

酬

の
需
要
は
年
々
有
し
く
刑
大
し
て
お

州

り
ま
す
。
こ
の
木
材
を
は
じ
め
林
庄

川

物
の
生
応
、
需
給
な
ら
び
に
利
用
加

川

て
な
ど
に
関
す
る
行
政
面
の
仕
事
を

川

担
当
し
て

い
る
の
が
林
政
課
で
す
。

川

具
体
的
に
は
、
優
良
樹
百
の
養
成

川

確
以
、
人
工
造
林
の
推
進
な
ど
に
よ

川

る
林
業
生
産
の
附
大
、
ク
リ

、
シ
イ

州

タ
ヶ
、
ナ
.
J
T

コ
な
ど
付
殊
林
産
物
の

ノ
コ
産
地
化
促
進
、
県
川口
川
林
の
造
成、

林

紹

業
構
造
改
善
事
業
の
推
進
、
森
林
組

構

合
の
育
成
強
化、

普
及
指
導
事
業
の

:

推
進
、
林
業
労
働
力
対
策
な
ど
の
ほ

特

か
、
円
以
近
の
外
材
量
増
大
に
対
応
し

の

て
木
材
産
業
の
振
興
を
、
主
な
も
の

庁

と
し
て
お
り
ま
す
。
林
業
は
山
村
に

3
-
、
法
盤
を
も
っ
産
業
で
あ
り
、
そ
の
怠

[
J
味
で
、山
付
振
興
の
北
市
、そ
れ
が
林

川

政
課
の
引
事
と
も
い
え
る
の
で
す
。

川

こ
の
ほ
か
森
林
保
険
、林
業
金
融
、

川

九
獣
保
能
な
ど
の
仕
事
も
担
当
し
て

H
H

、
f
E
-

o

川

L
1寸ノ

川

な
お
、
係
は
業
務
、
森
林
計
画
、

川

浩
林
、
が
林
仙
川
合
、
林
産
、
貯
木
場
、

州

立n
及
の
七
つ
か
ら
な
り
、
ま
た
川
先

州

機
関
と
し
て
は
、魚
沖
、富
山、
高
川
、

川

耐
波
の
各
民
地
林
務
事
務
所
(
林
務

川

課
林
政
係
)
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か

川

林
業
訓
験
場
や
木
村
試
験
場
と
も
密

川

按
な
辿
け
い
を
と

D
な
が
ら
、
林
務

川

行
政
の
抗
進
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

農
地
林
務
部
林
政
課

- 10ー

元気に帳簿をつ:するありし11のfJ，:夕、1:¥1さん

に
は
片
続
き
せ
ず
注
小
で
脱
稿
し
て

ゆ
く
も
の
も
れ
山
い
ま
し
た
し
、
恐

ろ
し
が
っ
て
い川
込
み
し
た
苦
も
い
ま

し
た
。
で
も
ね
、
以
後
ま
で
半
抱
し

た
も
の
は
人
f

は
立
派
な
職
人
に
な
っ

て
准
が
け
ん
て
も
恥
し
く
な
い
仕
ー
を

し
て

い
ま
す
ね
。

私
の
息
子
、
そ
し

て
孫
も
昨
午
大
学
を
川
て
五
代

U
と

し
て
、
こ
の
辺
を
継
ぐ
と
い
う
の
で

似
け
や
っ
て
お
り
ま
す
。
も
う
む
い

者
の
時
代
で
す
ね
え
。
そ
れ
で
も
私

は
ほ
か
い
日
だ
け
、
仕
事
以
へ
川
て

み
て
や
り
ま
す
。
係
述
は
か
お
じ
い

ち
ゃ
ん
も
も
う
米
な
く
て
よ
い
よ
d

H
H

心
配
す
る
な
H

と
い
い
ま
す
か

ら
、
私
の
川
るい
U
も
な
く
な
り
ま
し

た
よ
」
と
後
れ
者
の
成
長
ぶ
り
に
尖

削
を
汗
か
べ
る

か
川
代
の
名
1
w
で

L
め
ヲ

ω
。

-11ー

な
お
、
私
述
が
取
材
に
伺

っ
た
お

り
に
は
、
大
変
元
気
の
様
子
で
、
そ

の
後
も
度
々
作
業
現
場
を
見
阿
っ
て

お
ら
れ
た
佐
久
間
さ
ん
で
す
が
、
四

1
J
L
I
E

-

足
小
八
日
川
刊
抗
仇
っ
こ
、
。
、
沢
氏

l
ノ

一

-J
i
l
り

ノ

A
I
M
M川
、叫
引

l
l
u
↓
i
b
7
u
H
H

さ
れ
た
と
の
悲
判
を
受
け
ま
し
た
。

こ
こ
に
却
し
ん
で
ご
冥
福
を
祈
り

ま
す
。

ム
X

セ

* 
* 



みんなの県政

聞
一
」
う
知
ろ
う
確
か
め
よ
う

こ
ん
な
場
合
ど
う
し
た
ら
?
こ
れ
は
な
ん
と
か

な
ら
な
い
か
:
:
:
。
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の

ご
質
問
に
お
答
え
す
る
「
あ
な
‘た
の
コ
ー
ナ
ー
」
で

す
。
ど
な
た
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
て
先
は
富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号

富
山
県
庁
相
談
室

• の
で
、
あ
な
た
の
場
合
ど
う
な
る
か

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
確
か
に
恩
給
の
対
象
に
な
る

と
思
わ
れ
る
期
間
は

加
雨
、
?
困
錨
海
沿
ロ
輔

鉢

罫

N

抑

+

kFH刊

+

吋一刊

H

一ω抑
A
け

r

叫
。

次
に
、
監
視
哨
長
の
期
間
で
す
が

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
こ
の
五
年
が

加
算
さ
れ
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
十
七
年

に
達
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
当
時
の
辞
令
に
加
算
さ

れ
る
と
あ

っ
て
も
、
か
つ
て
支
給
さ

き
ん
し

れ
た
金
鶏
勲
取
の
年
金
が
法
的
根
拠

を
失

っ
て
廃
止
さ
れ
た
よ
う
に
、
法

の
根
拠
が
な
い
と
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
わ
け
で
す
。

従
っ
て
残
念
な
が
ら
こ
の
加
算
に

つ
い
て
は
、
法
に
何
ら
の
押

a

定
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
恩
給
の
対
象
に
は

な
ら
ず
、
あ
な
た
は
恩
給
の
受
給
資

格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

うる恵、こるき
人の給 • .hJ読旨叫ー
がでをらに吉日汚
あはもを=載の
るなら通し恩に
がいう算‘て給
、か 資:ずあ加
ど」格渇 川つ算
ろとがをた 治ミ
カよいあ「 。あ

恩
給
が
も
ら
え
る
最
短

の
朋
限
は
、
十
七
年
で
す

h 

ず¥成育畜産団地の
一一一家畜飼養実態調査から一一

副

業

か

ら

専

業

に

移

行

昨
年
十
一
月
に
、
県
が
市
町
村
や

農
協
の
協
力
を
得
て
行
な
っ
た
家
畜

飼
養
実
態
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
乳

用
牛
、
肉
用
牛
を
五
頭
以
上
、
豚
五

十
頭
以
上
(
繁
殖
版
は
五
一
政
以
上
)
、

鶏
千
羽
以
上
を
飼
っ
て
い
る
戸
数

は
、
千
四
百
四
十
六
戸
あ
り
ま
し
た
。

一
昨
年
同
じ
時
期
に
行
な
っ
た
調

査
に
比
べ
て
、
こ
う
し
た
大
型
経
常

が
八
十
四
戸
増
加
し
て
い
ま
す
。
県

下
の
全
飼
養
戸
数
は
、
四
十
三
年
の

調
査
時
に
一
万
三
千
三
十
戸
が
、
四

十
四
年
調
査
時
七
千
五
百
二
十
八
戸

と
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

考
慮
し
ま
す
と
、
副
業
的
畜
産
経
営

が
急
速
に
減
少
し
、
大
型
の
専
門
的

経
常
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
は

っ
き
り
わ
か
り
ま
す
。

みんなの県政

防
除
法
・
・・
・・
・被
害
木
に
五
月
と
九

月
の
二
回
、
次
の
薬
剤
を
散
布
す
る

【
造
林
木
の
管
理
】

ス
ギ
と
マ
ツ
に
害
虫
が
発
生
す
る

時
則
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

害
虫
か
ら
木
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

1

ス
ギ
の
ハ
ダ
ニ

経
過
と
被
害
・
・
・
・
・・
年
に
七
J
十
回

発
生
し
、
幼
虫
、
成
虫
と
も
に
針
葉

樹
の
樹
液
を
吸
収
し
、

樹

勢

を

弱

め
、
は
な
は
だ
し
い
も
の
は
枯
死
さ

せ
ま
す
。

答

土
地
改
良
事
業
は
、
田
畑
、
採

草
地
な
ど
の
農
用
地
に
つ
い
て
行
な

う
も
の
で
、
農
用
地
以
外
の
宅
地
な

ど
は
合
ま
な
い
こ
と
が
原
則
で
す
。

た
だ
換
地
計
画
の
際
宅
地
を
内
外
す

る
と
、
地
番

・
地
目

・
地
積
な
ど
に

現
況
と
差
が
で
き
、
不
都
合
を
生
じ

畜
産
公
害
を
除
く
た
め
に

飼
養
頭
羽
数
が
少
な
い
聞
は
、
家

畜
の
排
世
物
は
価
値
の
高
い
肥
料
と

し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
頭
羽
数
が
ふ
え
、
養
豚
や
養
鶏

が
、
自
家
経
営
の
主
力
と
な
る
畜
産

が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ

て
、
肥
料
と
し
て
利
用
す
る
限
度
を

こ
え
、
そ
の
処
分
が
適
切
で
な
い
た

め
に
、
種
々
の
社
会
問
題
を
引
き
起

こ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
本
県
は
、
部
落
が
点
々
と

散
在
し
て
い
る
う
え
に
、
都
市
近
郊

で
は
続
々
と
農
村
部
へ
住
宅
が
進
出

し
て
い
る
た
め
、
全
県
下
に
わ
た
っ

て
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

昨
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て

の
二
十
日
間
の
一
斉
調
査
に
よ
り
ま

す
と
、
苦
情
の
対
象
が
二
十
一
件
あ

り
、
四
十
三
年
度
調
査
で
は
百
六
十

二
件
、
苦
情
と
は
関
係
の
な
い
も
の

を
含
め
て
三
十
九
件
に
つ
い
て
、
移

転
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
の
判
定

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
苦

情
の
な
い
も
の
も
含
め
て
、
人
家
と

畜
舎
と
の
距
離
が
五
十

M
未
満
の
も

の
が
五
十
八
軒
に
も
達
し
て
お
り
、

適
当
な
場
所
が
あ
れ
ば
移
転
し
、
経

営
を
大
型
化
し
、
近
代
化
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

畜
産
団
地
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題

と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

①
B
H
C
く
ん
煙
剤
、
②
エ
チ
ル
チ

オ
メ
ト
ン
粒
剤

2 

マ
ツ
ケ
ム
シ

経
過
と
被
害
:
:
:
年
に
一
回
発
生

病
害
虫
の
防
除

し
、
若
令
幼
虫
か
ら
成
長
す
る
に
従

い
、
葉
の
さ
き
か
ら
も
と
ま
で
食
い

つ
く
し
、
被
害
は
大
変
大
き
い
も
の

で
す
。防

除
法
・
・・
・・・四
J
五
月
と
九
J
十

月
の
二
回
B
H
C
粉
剤
、
ま
た
は

D

る
場
合
に
は
、
そ
の
範
聞
内
で
換
地

計
画
の
中
に
入
れ
て
修
正
す
る
地
区

も
あ
り
ま
す
が
、
積
算
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
宅
地
の
中
に
固
有
地
(

道
路

・
水
路
)
田
畑
が
入
っ
て
い
る

場
合
や
、
登
記
簿
よ
り
も
周
辺
に
敷

地
が
著
し
く
広
が
っ
て
い
る
場
合
等

で
は
、
総
意
で
換
地
計
画
と
は
別
途

に
積
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す。
な
お
、
不
審
の
点
に
つ
い
て
は
、

土
地
改
良
区
、
所
轄
農
地
林
務
事
務

所
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

(
耕
地
課
)

。

E
P
乳
剤
を
散
布
す
る
と
効
果
が
あ

り
ま
す
。

経
過
と
被
害
:
:
:
年
に
一

J
二
回

…

の
発
生
で
樹
液
を
吸
収
し
、
激
害
樹

一

は
枯
死
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

…

防
除
法
:
:
:
チ
オ
メ
ト
ン
乳
剤
、

…

ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
水
和
剤
を
散
布
す
る

一

と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

…

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
販
売
庖

…

で
ご
相
談
さ
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ

…

う

。

(

林

政

課

)

…

【
庭
園
木
の
管
理
】

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

-12一

五
月
の
解
説

五
月
の
こ
と
を
和
名
で
「
さ

っ
き
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
さ

っ
き
と
呼
ん
だ
い
わ
れ
は
、
五

月
は
早
苗
を
と
る
月
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
早
百
月
と
呼
ん
だ

の
が
縮
ま
っ
て
「
早
月
」
と
な

っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

一
説
に
は
、
五
月
は
万
物
が

生
長
す
る
幸
い
多
い
月
と
い
う

-
烹
味
か
ら
「
幸
月
」
と
も
い
わ

れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
授
雲
月
(
さ
ぐ

も
づ
き
〉

、
五
月
雨
月
(
さ
み

だ
れ
づ
き
)
仲
夏
、
乾
月
な
ど

の
異
名
も
あ
り
ま
す
。

北
陸
財
務
局

富
山
財
務
部

を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
畜
舎
を
ま

酬

と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
省
力
化
、

州

共
同
化
を
進
め
、
規
模
の
大
き
い
生

酬

産
性
の
高
い
畜
産
を
営
む
こ
と
が
で

州

財

務
部
は
、
大
蔵
省
の
仕
事
の
う

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

酬
ち
、
国
税
と
国
際
金
融
を
除
い
た
事

州

務
を
取
り
扱
う
、
大
蔵
省
の
総
合
山

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
畜
産
団
地

H川

先
機
関
で
す
。

も
、
適
地
を
選
び
、
そ
の
配
置
を
計

川

業
務
を
大
き
く
分
け
て
、
財
政
金

画
的
に
行
な
わ
な
い
と
、
規
模
が
大

川

融
、
固
有
財
産
に
関
す
る
事
務
の
二

き
い
だ
け
に
、家
畜
伝
染
病
の
発
生
、
川

つ
に
な
り
ま
す
。

ー
川
財
政
金
融
に
つ
い
て
は
、
①
地
方

輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
、
あ
る
い
は
ふ

H

:
;
、
川
の
経
済
情
勢
や
財
政
の
状
況
等
を
調

ん
尿
問
題
な
ど
に
よ
る
打
撃
は
、

し

酬

査
し
て
、
大
蔵
省
全
体
の
仕
事
に
役

っ
そ
う
大
き
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

州

立
た
せ
る
。
⑦
災
害
時
、
被
害
状
況

ま
す
。

介

を
調
査
し
て
、
国
の
予
算
編
成
の
基

J

紹

礎
資
料
を
作
る
。

③
郵
便
貯
金
を
原

今
年
度
は
適
地
調
査
か
ら

一
号

資
と
し
た
資
金
運
用
部
資
金
を
、
学

-B
校
、
道
路
、
橋
梁
等
の
建
設
資
金
と

県
で
は
、
こ
の
新
し
い
情
勢
に
対

機

し
て
県
、
市
町
村
に
貸
し
つ
け
る
。

i
④
金
融
機
関
や
証
券
会
社
の
指
導
、

応
し
て
、
四
十
五
年
度
に
、
全
県
下

たタ

監
督
及
び
検
査
を
す
る
。

に
わ
た
っ
て
畜
産
団
地
適
地
の
基
本

出

国
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
①
各
官

調
査
を
行
な
い
ま
す
。
こ
の
調
査
の
庁
や
国
立
大
学
の
土
地
、
建
物
を
有

結
果
を
み
て
、
適
地
に
は
、
道
路
、

の

効
に
利
用
す
る
た
め
、
各
省
庁
間
の

電
気
、
用
水
、
敷
地
な
ど
の
整
備
を

国

計
画
を
統
一
的
に
調
整
す
る
。
⑦
国

問

、
が
持
っ
て
い
る
土
地
、
建
物
を
国
民

は
か
り
、
近
代
的
な
畜
産
を
育
て
る

州

経
済
の
発
展
や
国
民
生
活
の
向
上
に

と
と
も
に
、
山
村
な
ど
の
地
域
開
発
州
役
立
た
せ
る
た
め
、
県
民
や
地
方
公

に
役
立
て
る
考
え
で
す
。

州

共
団
体
な
ど
に
売
り
払
っ
た
り
、
貸

ま
た
、
現
在
計
画
中
の
も
の
、
す

酬

し
つ
け
た
り
す
る
。
③
公
務
員
宿
舎

川

を
建
設
し
、
管
理
す
る
。

で
に
活
動
中
の
畜
産
団
地
に
つ
い
て

酬

な
内
容
で
す
。
財
務
部
は
、
府
県
単

は
、
国
や
県
、
市
町
村
、
農
業
問
休

州

位
に
全
国
で
四
十
二
か
所
あ
り
、
そ

な
ど
が
、
そ
の
健
全
な
発
展
の
た
め

酬

の
上
部
機
関
と
し
て
全
国
に
十
か
所

力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。

酬

の
財
務
局
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

川

富
山
財
務
部
は
、
北
陸
三
県
を
統

(
京
国
産
課
)

川

括
し
て
い
る
北
陸
財
務
局
(
金
沢
)

酬

に
所
属
し
て
お
り
、
富
山
市
丸
の
内

川

一
丁
目
五
番
十
三
号
、
富
山
税
務
署

酬

と
の
合
同
庁
舎
に
あ
り
ま
す
。

司

J



あ
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みなさんの協力で順調に伸びる献血

，il: Ifll.jた H1 j、 く111:::口州Il困〕
法ぞ 40q 4Jil 42q 43干 44:1 45q 

22，000 ー21，500 
21，000 
20.500 
20.000 ，--

19.500 
19.000 
18.500 
18.000 
17.500 
17.000 「一
lι500 
16.000 一15.500 
15，000 r-
14，500 
14.000 
13.500 
13.000 
12.500 
12.000 
11.500 
11，000 
10，500 
10.000 

凡
9.500 
9.000 

問5，000 
3，000 

111:::数 10， ooo ~ 15.000 16.000 17，000 20.000 '22，000 

献血数 イ‘
21，572 3.702 9.005 13.380 19，259 

J主 IJ~ 'r
fj(J 

107.9 37.0 60.0 83.6 113.3 

副司吋比
Jε'0 

l必._6243.3 143.9 112.0 
献JJ'ド2血~ J 4 

1.115 1，605 1， 798 309 750 

亦
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
四
十
年
一
月
設
置
さ
れ
て
以
来
、

保
存
血
液
確
保
の
た
め
、
献
血
思

想
ぬ
普
及
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
五
年
間
に
血
液
へ
の
関
心
も

高
ま
り
、
県
民
の
ご
協
力
に
よ
っ

て
年
々
順
調
に
献
血
が
仲
び
て
お

り

ま

す

。

仰

い

♂

一

コ

九

昭
和
四
十
四
年
は
、
二
万
四
千
四
百
四
十
人
の
献
血
希
望
者
の
叶

m

j

'

C

↓
一
…
E
U
一ポ一一一一部

う
ち
、
二
万
一
千
五
百
七
十
二
人
か
ら
採
血
、
需
要
芸
り
二
万
一
一
↓
一
川
寸
J
J

勾
J

寸
羽
司
司
一
川

千
百
八
十
三
本
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
し
ま
た
が
、
な
お
血
液

一川
司

ゴ

J

M

J

ヨ
寸
羽
羽
司
有

型
に
よ
っ
て
は
、

Z
C
E
R
Eな
る

も

の

も

あ

り

ま

三

日

吋

↑

」

ゴ

」

菖

皇

制

;
 

す
。
ま
た
、
近
代
医
学
の
進
歩
、
交
通
災
害
な
ど
か
ら
年
々
需
要
政

一石

J
〉
ヰ
」
聖
詐

量
が
増
加
心
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
い
っ
そ
う
の
ご
協
力

川

百

百

歩

l
rド
ー
十
l
市
E
V
E
h
f

を
お
願
い
し
ま
す
。

釘
一

日

ド

ド

ト

ビ

ド

-R5E一

献
血
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
病
気
に
な
っ
た
場
合
に
輸
血
竺

表
町

k
lい
ド
ト

L
陸
自
国
同

F
O
一
t
一

!

=

-

J

-

-

C

E

r

r

--
B
一5
一
2
7

さ
れ
る
と
き
の
自
己
負
担
額
は
い
り
ま
せ
ん
。

円札一

川
一刊

LL

ノ
ナ
ノ
ヂ
'
一
室
町
一時一同一出
一辺倒

9
一
円
下
|
園

、

下

L十
I
l
l
i
-
-
i
h
r
+木
1
1
1十

i
+
L
i
T
T十
十
十

昭
和
四
十
五
年
四
月
か
ら
、
献
血
者
の
善
意
に
報
い
る
た
め
、

拐
一

川

一

刊

一

久

一

一

二

J

一川市
一
三
一
五
山

本
人
や
、
三
親
等
内
の
血
族
、
配
偶
者
、
二
親
等
内
の
柄
族
が
輸

南
一
品

J
斗

1
|寸
寸
亙
量
調

血
さ
れ
た
場
合
に
、
献
血
量
相
当
分
の
血
液
代
金
自
己
負
担
額
制
一
空
斗
1
4
4寸

I
l
i
-
-
i笠
註
計

-hE
一献

一

刊

一

ナ

/

二

二

一

LU--とす一山一山一加

を
、
県
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

0
2も

、
自
分
の
た

一庁

T
l
↓
T
l
i
tオ
ri
主
主
件

ー

一期
一
川
一
一
一

d
v

一へ一へ一山一丘町一日一棚一期一山一摘

め
、
人
助
け
の
た
め
に
献
血
に
ご
協
力
下
さ
い
。

一告

下

上

本

ド

|
ι

土
工
市

F
F

次
に
、
昨
年
の
県
に
お
け
る
献
血
の
実
態
を
グ
ラ
フ
で
み
て
み

一

匹

「

除

十

L
k
r
匡
尾

一

一

別
¥
一

一
-
-
-

-一

-
-
-
-
-
-
-

一

一
一
-
一
王
主

-o一
本
一
本
一
生

と
み

ま

し

ょ

う

。

(

薬

務

課

)

一

一寸
一川市川市川間山内側脚別刷抑制抑制一仙一山一附一四一叫一山市一四

ご
笠

ι

i

j

i

i

i

i

{

!

γ

{

γ

{

i

l

-

-

ι

主
主
同
一不一

処
一日
一同
一ド

〈

本

一

則

刈

引

刈
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仁)〉

街頭献血ふえる

保 (f 血液需給状況表 t図 2口
液型 4 0司 41斗 4 2年 4 3.ij 4 4.iJ三 4 5;Y 

22.000 
21.500 
21.000 r-

20，500 
20.000 
19，500 ー
19，000 
18.500 
18.000 
17.500 
17.000 
16.500 「ーーー

16.000 
.--

15.500 
15.000 「ーーーー
14.500 
14‘000 
13.500 
13.000 
12.500 
12.000 
11，500 
10，000 
9，500 
9，000 

同8，500 
8，000 

1m守閉「

;日要数 1ti，693..j>: i4，900 16，325 19.625 21， i83 22，000 

?。
107.9 H;r年比 89.3 109.6 12U.2 

献血 3.702+ 9，005 13，380 18， '933 20，863 

22.2 60.6 82.0 96.5 98.5 

n lfn. 12，991/
1
' 5.875 2，945 692 320 

778 ?。 J9.4 18.0 3.5 1.5 

ことしは、献血で全部まかなえるように・

( ) 1竹内数:ょリJb:のJ七十'である。

区

害。

-15一

司令日IJ J主 dll 状況}< 切口k図
主子~ 16-19-1 20-30 ~ 31-40-1 41-50 ~ 6551J--未 満 ノト i 

16，O000-ー
1 5，00 
1 4，0 0 0ー

13，000-
1 2，0 0 0ー

1 1，0 0 0ー

1 0，， 0 0 0ー

9，0 0 0ー

9，.000-
8，5 0 0ー

8，0 0 0ー

7.50O0--
r-7，0 0 

6，5 0 0ー

6，000-

5.500Oo---5，0 0 
4，50 

4，O00OO---
3，5 0 
3，00 戸

2，5 0 0一
2，0 0 0一

正
1，50 0ー

I，o5300o0o0-ー-

円

以 Jti礼 f{ (イ1:)6，035 9，577 3，640 1，807 513 21，572 

jじ W (Ool 28.0 44.4 16.8 8.4 2.4 100.0 

!JJ (本) 3，748 7，206 2，991 1，545 442 15，932 
23.5 45.2 18.8 9.7 2.8 100.0 

j七 r (?o) (62.1 ) (75.2) (82.2) (85.6 ) (86.2) {73.9) 

'1;: (本) 2，287 2，371 649 262 71 5，640 

11七 本 (%) ( 340769 )( 424208 )( 11715む ( 1~..64 ) I d3.
3
8)llg2.-f) 

みんなの県政

若い方の献血伸びる

計

% 
100 

交通事政などによって血液の;必要が色、l科している

A、B、0式血液型の分布割合

分 IA I 0 I B I AB  I 

合 |40%|30%|20%|l
ぺ
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持.

ハ
電
子
計
算
機
の
偉
力
に
見
い
る
関
係
者
〉

電
子
計
算
機
が
運
転
開
始

ま
ず
税
金
事
務
や
給
与
計
算

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
に
対
処
し

て
、
県
で
は
三
月
三
十
一
日
、
電
子

計
算
機
の
運
転
を
開
始
し
た
。

運
転
開
始
の
始
業
式
は
、
県
庁
一

階
の
電
算
室
で
行
な
わ
れ
、
中
田
知

事
が
ス
タ
ー
ト
の
ボ
タ
ン
を
押
し
、

関
係
職
員
を
励
ま
し
た
。

四
月
か
ら
は
、
自
動
車
税
の
徴
収

事
務
に
つ
い
て
行
な
い
、
七
月
か
ら

職
員
の
給
与
計
算
を
行
な
う
予
定

で
、
将
来
は
県
予
算
の
編
成
や
統
計

事
務
な
ど
に
も
活
用
す
る
予
定
で
あ

る。

フ

ア

コ

ム

導
入
さ
れ
た
の
は
「
F
A
C
O
M

2
3
0
1
2
5型
」
で
、
一
度
に
四

万
八
千
字
の
記
憶
能
力
を
持
つ
中
型

機
で
あ
る
。

-16-

知
事
、
交
通

事
情
を
視
察

黄
色
い
羽
根
配
る

め
て
く
だ
さ
い
」
と
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
た
。

(川
地
貿
収
に
調
印
す
る
関
係
者
〉

最
近
の
交
通
事
情
を
視
察
す
る
た
め
、
中
田

知
事
は
、
四
月
十
一
日
午
前
八
時
か
ら
約
二
時

間
に
わ
た
っ
て
、
交
通
の
激
し
い
富
山
市
街
地

を
つ
ぶ
さ
に
見
て
ま
わ
り
、
通
勤
通
学
者
の
胸

に
黄
色
い
羽
根
を
つ
け
て
「
交
通
安
全
に
っ
と

北
陸
自
動
車
道
の
用
地
買
収
に
調
印

砺
波
イ
ン
タ
ー
な
ど
四
地
区

北
陸
自

j
が
建
設
さ
れ
る
砺

波
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
地
区
ほ
か

地
区
の
、
用
地
買
収
が
ま
と
ま
り
二
二
月
二
十

一
日
、
三
十
，日
の
両
日
、
県
庁
で
地
元
市
長
立

ち
合
い
の
う
支
、
中
田
知
事
と
地
元
代
表
と
の

、B
/

間
で
調
印

f
qい
な
わ
れ
た
。

調
印
さ
れ
た
の
は
、
砺
波
イ
ン
タ

ー
地
区
の
一

・
四
五
J
、
面
積
九
万

三
千
平
方
財
。
小
矢
部
市
津
沢
地
区

の一

・
一
J
、
面
積
五
万
二
千
二
百

平
方
げ
、
小
矢
部
市
水
島
地
区
の

一
・
O
K
J、
而
積
四
万

七
千
五
宵
九
十
八
平
方

巧

福

光

町

地

区

了

六

五
J
、
両
積
十
二
万

一
千

二
百
平
方
財
で
あ
り
、
こ

れ
で
県
内
自
動
車
道
四
十

三

・
二
J
の
う
ち
、
三
月

末
現
在
で
二
十
二

・
五
J

買
収
が
終
わ

っ
た
。

=
T
A
'
i
三
l

一一一1

・T
一一一I
一一一一『命

県議事堂の起工式 地下 1階、地上4階
県庁の西側に新築される県議会議事堂の起工式が、 3月31日建設現場

で関係者やく 100人が集まって行なわれた。

巾田知事が鍬入れの儀式を行ない、出席者が玉串をささげて、無事完

成を祈った。

議事堂は、総工'貨 4億1，700万円で、地下 l階、地上 4階、

の延べ5，500平方向の近代的なもの。 46年 1月完成予定。

一部 5階

-17-



宮ム某合自然@みんなの県政

…ザー叩守i 一一一一一-"..._. .:/1 ことあ代す a よ.._h  
-- γ ブムノム: とつり人る主 if而

式 謝盤強~ ~}..~~，'r..;イ トj でて 、にと君 ITIW g 
j揚童、九 -LY 泌すあは合はいの 階企g i霊顎監理L凡人 'll-. x1  ろ 、理まう身 白， ・・ー-
4鋼管雪~ 旬、必語法デ/ 温 う時主ねこが 河 .畠.

= i;警鐘事犠 ，ラ鋸¥)f..-J • 。代義のとわ .--u 
E シ I ，b額室 三‘ー翠翠3盟~ 霊 け錯的ではり '喧-
- 滋澄みよa長十三32唱亀 Sで れ誤なき 、に JE C Z 

議義語季語世襲離宮' きむ零事渦 麓d どな若なドな μ... ..ー咽1

i .}I議塾長轟盤機 J~霞"1 tW も笑者いラつ .... g g iil議麟盤融機 i ...経~ ' 日うたこイて 歪民』
司.薗圃圃画険謬r百--

i 泡盛a司監~.必4趨也品滋翫警艇三5 のきにで現死 ぺノ It~ ! 
ヨ盟，哩冨監霊園盟国....  .，. .・ 讃あならた古 、 aノ七ヲ・ 5 

>J.J竃宣言謹園陸. 璽理贋掴・.. 璽馬券・I ，罵仰 り義はく典 り IVlY  
一 日直轟櫨務理圃圃摩郡 櫨温厚守口三対理 '1 f さ 、安11賞さ文 ノ a・z_

園田園調盤櫨 <¥( れ事な讃ん学 -て三通薗a園田・・・圃竃議離掴圃圃院勧畠.歯髄誼I ~ 'I 、実行さ記の 公 ‘ 
- 懸- 闘置図 鑑理署薗圃l，H 敬 、為る述中 ;弟 、~A
~温E・・・E圃圃-・・聞邑ム 二 慕国とベさに 十 J 企 -r.v
-r圃圃E閑盟理盟F開明F竃室温比認 さ民しきれは _:_. ....C ..... 官¥
・・・圃圃・・E温値重型国・邑 持'( 舟思想歯語 れ大てこて 、 『 ァ: [， ~ 

~ .・・・闘・・ 圃圃・幽弘昌趨圃 圃 て衆誇とあそ 山 富 .L
川 引 -=>.一一一一一一一一 きか述 、るん '-" 'W...司.

たらさ模。な
。長 れ範そ例 、

くて的れがョ

==================・===-=====================-==================--======================================================h

例
え
ば
、
平
家
物
語
に
は
屋
島
の
権
と
し
て
武
功
天
下
に
あ
ら
わ
れ
た
越
中
守
護
職
で
あ
り
な
が
ら
、
京
都
川

戦
の
段
に
、
源
義
経
を
狙
う
平
教
経
る
高
の
武
藤
守
師
直
こ
れ
に
あ
り
」
ま
で
遠
征
し
て
足
利
尊
氏
の
軍
勢
を
川

の
強
弓
の
前
に
、
佐
藤
継
信
が
義
経
と
名
乗
っ
て
討
死
し
た
。
そ
の
聞
に
蹴
散
ら
し
て
、
京
か
ら
追
い
落
し
た
川

の
身
代
り
と
な
っ
て
討
死
し
た
こ
と
師
直
は
る
か
に
逃
げ
去
り
、
正
行
は
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
勝
敗
は
い
く
さ

を
、
同
情
賞
讃
の
筆
で
詳
述
し
て
あ
偽
の
首
を
取
っ
て
は
が
み
し
て
残
念
の
常
で
、
敗
北
す
る
こ
と
も
し
ば
し
川

る
(
巻
十
て
嗣
信
最
後
の
章
)
。
が
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
も
太
平
ば
あ
っ
た
。

ま
た
太
平
記
に
は
、
村
上
彦
四
郎
記
巻
二
十
六
、

「
四
条
縄
手
合
戦
の
正
平
十
年
(
文
和
四
年
)
二
月
、

川

よ
L
て

る

“

義
光
が
、
吉
野
城
最
後
の
日
に
、
大

事

、
付
上
山
討
死
の
事
」
の
段
に
詳
桃
井
直
常
は
、
弟
直
信
と
と
も
に
越

川

塔

官

誰

良

親

王

の

身

代

り

に

な

っ

述

し

で

あ

る

。

中

軍

勢

を

ひ

き

つ

れ

て

京

へ

攻

め

の

川

て
、
親
王
の
御
鎧
を
ぬ
が
せ
て
自
分
テ
レ
ビ
放
映
の
「
縦
の
木
は
残
っ
ぽ
り
、
南
朝
と
北
朝
と
の
運
命
を
か
川

が
着
用
し
、

「
後
醍
醐
天
皇
の
第
二
た
」
は
、
有

名

な

伊

達

騒

動

か

ら

取

け

た

激

戦

に

参

加

す

る

。

川

の
皇
子
、

一
品
親
王
尊
仁
、
逆
臣
の
材
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
伊
達
騒
動
二
月
八
日
、
細
川
清
氏
(
北
軍
)
が
川

為
に
亡
ぼ
さ
れ
、
恨
み
を
泉
下
に
報
を
テ
l
マ
に
し
た
歌
舞
伎
に
「
伽
羅
千
余
騎
を
ひ
き
い
て
四
条
大
宮
に
お
川

せ
ん
だ
い
は

F

H

ぜ
ん
為
に
、
只
今
自
害
す
る
有
様
を
先
代
萩
」
が
あ
る
。
こ
の
中
で
幼
君
し
ょ
せ
、
北
陸
勢
八
百
余
騎
と
終
日
川

見
て
お
い
て
、
汝
ら
が
武
運
忽
ち
に
鶴
千
代
の
乳
人
政
岡
が
、
好
臣
が
幼
激
戦
し
た
。
そ
の
夕
方
、
紺
糸
の
鎧
川

尽
き
て
、
腹
を
切
ら
ん
ず
る
時
の
手
君
を
殺
そ
う
と
し
て
す
す
め
た
毒
入
に
紫
の
ホ
ロ
を
か
け
、
黒
馬
に
の
っ
川

本
に
せ
よ
」
と
て
、
敵
の
目
の
前
で
り
の
膳
を
、
実
子
千
松
に
試
食
さ
せ
た
男
が
、

「
我
は
桃
井
直
常
で
あ
川

壮
烈
な
切
腹
を
し
た
こ
と
が
詳
述
し
て
、
実
子
を
死
に
至
ら
せ
る
段
が
あ
る
。
細
川
殿
に
見
参
し
て
、
日
頃
承
川

て
あ
る
(
巻
七
、
吉
野
城
軍
の
こ
と
り
、
観
客
の
涙
を
し
ぼ
ら
せ
る
。

り
及
ぶ
力
の
程
を
拝
見
し
た
い
」
と
川

)
。
そ
の
す
き
に
大
塔
官
は
、
熊
野
越
中
人
二
宮
兵
庫
助
が
、
桃
井
直
高
声
に
名
乗
っ
て
出
た
。
そ
し
て
一
川

山
中
の
天
の
河
へ
落
ち
の
び
ら
れ
た
常
の
身
代
り
と
し
て

一討
死
し
た
話
騎
討
を
し
て
、
桃
井
が
討
た
れ
た
川

ろ
う
そ
〈

の

で

あ

っ

た

。

が

、
太
平
記
に
述
べ
て
あ
る
(
巻
三
が
、
蝋
燭
の
光
で
よ
く
見
る
と
、
越
川

'

う

の

も

ろ

な

お

き

ょ

う

い

ど

さ

ま
た
楠
木
正
行
が
高
師
直
と
四
条
十
三
、
京
軍
の
事
)
。

中
の
住
人
二
宮
兵
庫
助
で
あ
る
と
わ
川

畷
で
決
戦
し
た
時
、
正
行
の
猛
攻
撃
桃
井
直
常
は
、
南
北
朝
時
代
の
越
か

っ
た
、
と
詳
述
し
て
あ
る
。

川

に
耐
え
か
ね
て
、
師
直
勢
が
総
く
ず
中
守
護
で
、
豪

勇

無

双

の

武

将

で

あ

川

れ
と
な
り
、
正
行
は
師
直
の
本
陣
に

っ
た
。
は
じ
め
足
利
尊
氏
に
つ
い
て

県

史

編

さ

ん

室

川

肉
迫
し
た
。
こ
の
時
上
山
六
郎
左
ヱ
南
朝
を
攻
撃
し
て
い
た
が
、
途
中
よ

橋

本

芳

雄

川

門
が
師
直
の
前
に
馳
せ
ふ
さ
が
り
、
り
尊
氏
の
弟
、
直

義

に

味

方

し

て

南

川

大
音
声
を
あ
げ
て
、

「
八
幡
太
郎
義
朝
方
に
帰
順
し
、
尊
氏
方
の
軍
と
戦

川

家
殿
よ
り
こ
の
方
、
源
家
累
代
の
執

っ
て
万
丈
の
気
を
吐
い
た
。
直
常
は

藤

池(
婦
中
町
〉

ii、

県
道
富
山
?
砺
波
線
を
走
る
パ
ス

を
、
婦
中
町
中
保
屋
で
降
り
、
二
十

分
程
歩
く
と
藤
が
池
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
池
は
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
五

年
の
工
期
を
経
て
濯
慨
用
水
池
と
し

て
完
成
し
た
も
の
で
、
辺
円
川
の
清

流
が
水
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
規
模
は
広
大
で
あ
り
、
附
近

の
谷
は
湖
底
に
沈
み
、
山
は
こ

の
池

に
よ
く
調
和
し
、
問
季
を
通
じ
て
風

光
絶
佳
の
と
こ
ろ
。
春
は
新
制
、
わ

ら
び
狩
、
一
良
川
竹
を
色
、
と
る
藤
や
つ
つ

じ
、
秋
は
錦
絵
を
見
る
よ
う
な
紅
葉
、

小
鳥
山
の
味
覚
、
き
の
こ
が
り
、
キ

ジ
、
ヵ
モ
猟
、
ま
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
と
し
て
も
み
の
が
せ
な
い
と
こ

ろ
で
す
。
テ

レ
ビ
ド

ラ
マ

「
天
と
地

と
」
で
お
な
じ
み
の
上
杉
謙
信
が
、

越
小
を
手
中
に
収
め
よ
う
と
神
保
安

芸
守
の
居
城
の
滝
山
城
を
攻
め
る

際
、
松
に
肢
を
降
ろ
し
て
指
揮
を
と

っ
た
と
い
わ
れ
る
か
腰
掛
の
松
山H

(

此
近
は
、
常
虫
の
た
め
村
死
寸
前
)

が
あ
る
。

道
す
が
ら
一

泊
の
名
所
川

品
一
と
住
時
の
遺
跡
を
た
ず
ね
、
越
小

平
野
を

一
明
に
お
さ
め
る
の
も
よ
い

し
、
野
外
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
も
好
洲
一地
と
な

っ
て
い
ま

す。
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